
地層と大地の歴史　標準問題
中学1年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

組　　番　名前 　　　　／100点

問1　地層が積もったあと、上下が逆転していないとき、いちばん古い地層はどこにあるか。 （10点）

ア　いちばん上 イ　いちばん下 ウ　まん中

答え

問2　火山灰の層のように、はなれた地点の地層をくらべるときの目印になる層を何というか。 （10点）

ア　示準化石 イ　不整合 ウ　かぎ層

答え

問3　A地点（標高60m）では、火山灰の層が地表から8mの深さにあった。B地点（標高55m）では、この

火山灰の層は地表から何mの深さにあるか。地層は水平に重なっていて、ずれていないものとする。 （12点）

計算

答え m

問4　図で、火成岩DはA・B・Cの地層をつらぬいている。DとA〜Cの地層では、どちらが先にできたか。

（12点）

A

B

C

D

DはA・B・Cをつらぬいている

ア　Dが先 イ　A〜Cが先 ウ　同時にできた

答え

問5　地層ができた時代を知る手がかりになる化石（示準化石）に向いている生物の条件はどれか。 （12点）

ア　広い範囲にすみ、短い期間だけ栄えた生物 イ　せまい範囲に、長い期間すんでいた生物

ウ　今もふつうに見られる生物

答え



問6　不整合面（地層がけずられた境目）のすぐ上には、れき（小石）の層が見られることが多い。その理由

として正しいものはどれか。 （12点）

ア　火山が噴火して、れきが飛んできたから イ　地震で地層が割れて、れきができたから

ウ　陸地がしずんで再び海になったとき、はじめは岸に近く、粒の大きいれきが積もったから

答え

問7　図のA〜E（Dは火成岩、Eの下の波線はけずられた面）を、できた順（古い順）に並べなさい。 （14点）

A

B

C

D

E

（C・A・E・B・D）

答え

問8　ある地点の地層は、下から「れき岩→砂岩→泥岩」の順に重なっていた。この地層が積もる間に、この

場所の海の深さはどう変わったと考えられるか。理由もあわせて説明しなさい。 （18点）
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